
農山漁村地域整備計画事前評価書

計画の名称 徳島県漁港・漁場・漁村・海岸整備計画（第4期）
計
計画策定主体 徳島県

対象市町村 鳴門市、阿南市、美波町、牟岐町、海陽町

計画期間 令和7年度～令和11年度（5年間）
画

本県では、漁港海岸施設の背後に住宅が密集している地域が多く津波
や高潮対策が必要となっていることから、「海岸保全施設整備等による

計画の目標 護岸背後地区の生命・財産の保全」を図ることにより、安全で安心して
生活できる漁村づくりを目指す。

・津波対策のため、防潮堤の新設・改良を行い避難時間確保する。
（未設定→35分）

評価指標 ・波浪等による侵食から背後集落を防護する。（防護世帯数62世帯）
概

対象事業 津波・高潮危機管理対策事業5箇所、侵食対策事業1箇所

要 全体事業費 800,000千円

項 目 評価細目 評価 内 容

１関連する計画との整 ○ ｢徳島県農林水産基本計画｣の基本目標に
合性は図られているか 合致しており、適切である。

目標の妥当性
２地域の課題に適切に ○ 地域の課題である「水産業の振興」、「防
対応する目標となって 災力の向上」に対応した目標設定となっ
いるか ている。

評 １整備計画の目標と定 ○ 整備計画の目標として適切な定量的指標
整備計画の 量的指標の整合性がと の設定となっている。
効果･効率性 れているか

２事後評価ができる適 ○ 対象事業完了時に確認可能な目標を設定
切な指標となっている している。
か

価 ３構成事業の実施によ ○ 必要となる海岸事業の実施により発現す
る効果を評価するため る効果として適切な指標となっている。
の指標として適切なも
のとなっているか

１円滑な事業執行の環 ○ 対象地の条件・事業に必要な技術的条件
整備計画の 境は整っているか 等様々な側面から検討して実施可能な計
実現可能性 画となっている。

２地元の機運が醸成さ ○ 地元関係者からは同意または理解を得ら
れているか れている。


